
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３．４．２１(金) 

R５－００１号 
 

兵庫県立西脇工業高等学校 

令
和
５
年
度 

１
学
期
始
業
式 

藤
原 

喜
成
教
頭
先
生 

（
小
野
工
業
高
校
へ
） 

八
瀬 

英
敏
事
務
長 

（
教
育
研
修
所
へ
） 

谷
川 

譲 

先
生 

総
合
技
術
（
ご
退
職
） 

佐
々
木 

駿
典
先
生 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
（
ご
退
職
） 

畑
中 

弘 

先
生 

数
学
（
西
脇
高
校
へ
） 

吉
木 

勇
人
先
生 

地
歴
公
民
（
明
石
城
西
高
校
へ
） 

松
原 

早
紀
先
生 

英
語
（
須
磨
東
高
校
へ
） 

岩
谷 

和
紀
先
生 

英
語
（
赤
穂
西
中
学
校
へ
） 

劒
物 

太
一
先
生 

機
械
（
東
播
工
業
高
校
へ
） 

花
房 

佑
樹
先
生 

事
務
（
西
脇
高
校
へ
） 

 

先
生
方
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

東
濵 

善
通
教
頭
先
生 

（
兵
庫
工
業
高
校
よ
り
） 

岡
本 

裕
子
事
務
長 

（
高
等
特
別
支
援
よ
り
） 

河
合 

真
二
先
生 

保
健
体
育
（
小
野
工
業
高
校
よ
り
） 

宮
脇 

絢
香
先
生 

英
語
（
西
脇
高
校
よ
り
） 

三
木 

壮
太
先
生 

地
歴
公
民
（
新
採
用
） 

奥
村 

祐
太
朗
先
生 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
（
新
採
用
） 

牛
尾 

知
子
先
生 

英
語
（
東
播
工
業
高
校
よ
り
） 

庄
司 

浩
一
先
生 

数
学
（
三
木
高
校
よ
り
） 

吉
村 

純
哉
先
生 

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
（
京
都
府
立
工
業
高
校
よ
り
） 

藤
原 

将
志
先
生 

機
械
（
５
月
１
日
よ
り
） 

 

４
月
10

日(

月)

、
着
任
式
が
あ
り
、

本
年
度
は
10

名
の
先
生
方
が
着
任
さ 

れ
ま
し
た
。 

校
長
先
生
の
お
話
（
４
月
10
日
） 

令
和
５
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
し
く

２
・
３
年
生
と
な
っ
た
皆
さ
ん
、
春
休
み
は
、

昨
年
度
の
締
め
く
く
り
と
今
年
度
へ
の
ス
テ

ッ
プ
に
つ
な
が
る
、
よ
い
期
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

午
後
か
ら
は
新
入
生
が
入
学
し
て
き
ま

す
。
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
気
持
ち

で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
、
暖
か
く

迎
え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。 

 

新
年
度
に
あ
た
り
「
変
わ
る
勇
気
」
の
話
を

し
ま
す
。 

本
校
野
球
部
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た

森
脇
浩
司
さ
ん
が
「
変
化
を
恐
れ
て
は
い
け

な
い
。
我
々
に
と
っ
て
変
化
は
義
務
な
ん
で

す
。
変
化
の
大
敵
は
固
定
観
念
と
先
入
観
。

“
今
ま
で
こ
う
だ
っ
た
”
と
言
っ
て
み
た
と

こ
ろ
で
、
そ
れ
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
人
間
と
い

う
も
の
は
、“
も
う
失
う
も
の
は
な
い
”
と
言

い
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
保
身
に
走
ろ
う
と
す

る
。
こ
れ
を
打
破
し
な
い
限
り
、
強
い
チ
ー
ム

に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と

い
う
コ
メ
ン
ト
を
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
選
択
を
迫
ら
れ
た
と
き
「
今
ま

で
通
り
で
・
・
」「
こ
の
ま
ま
で
も
い
い
だ
ろ

う
」「
も
し
失
敗
し
た
ら
・
・
」
と
考
え
が
ち

で
す
。
進
路
選
択
や
部
活
動
で
の
目
標
に
向

け
て
成
果
を
出
す
た
め
に
は
、「
変
わ
る
」
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。「
変
わ
る
こ
と
＝
進
歩
」
な
の
で
す
。 

変
わ
る
勇
気
を
持
つ
こ 

と
が
、
成
長
を
促
す
の 

で
あ
る
こ
と
を
心
に
と 

め
て
、
令
和
５
年
度
を 

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

現
状
を
打
破
し
、
変
化 

を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ 

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期 

待
し
て
い
ま
す
。 

４月 10 日(月)午後、入学式を挙行し、新入生

(第 63回生)168名が入学許可されました。 

ＰＴＡ会長よりお祝いの言葉をいただき、新入

生代表の機械科・赤坂勇輔さんが宣誓をし、高校

生としての決意を新たにしました。一日も早く、

学校に慣れ、西脇工業生として自覚を持ち、高校

生活を送ってください。 

 

春休みに輝かしい成績を収められた部活動を紹介します。 

〇卓球部 

第 77 回北播地区地区春季卓球大会・中高大会  

優勝 西脇工業 A 

（松本健人、大江智久、小牧直翔） 

３位 西脇工業 B 

   （小畠正揮、小畠悠輔、山本瑞輝） 

〇バスケットボール部 

 北播バスケットボール大会 優勝 

〇ソフトテニス部 

令和５年度北播磨高等学校春季ソフトテニス大会 

優勝 白國琉空・安則翔太 組 

 


